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「埼玉県配偶者暴力等セーフティネット強化支援補助金事業」の３年間の成果の報

告と併せて、当団体設立２０年の節目を迎えたことを踏まえ、この報告書を作成するこ

とができました。

３年間の事業の３つの柱は、リプロダクティブヘルス＆ライツの視点から、主として

若年世代のＤＶ被害、予期せぬ妊娠のとまどい、生きづらさを抱える女性の支援でした。

何をすると求めているものにつながるのか、どう支援していくことが必要なのか、模

索をしながらのスタートでした。幸い、世の中の傾向が女性の性に関しての関心がもた

れてきたこともあり、女性の身体について助産師さんからお話を聞き、貧困問題のもと

に生理用ナプキンの配布なども実践することができました。そして３年間を通して、ど

こと連携が必要か、私たちができることは何なのかという課題が見えてきました。

２００１年のＤＶ防止法が施行されたときに立ち上げた当団体ですが、年表を作りな

がら、ＤＶに対する世論の認識も変わってきていることを実感します。

２０２４年からは改正ＤＶ防止法が施行、新たに「困難な問題を抱える女性への支

援」に関する法律が施行となります。条文の中には「民間団体との連携」が掲げられ、

当団体もその役割を求められることが増えていくかと思われます。

一つの団体でできることは限りがあります。多くの団体のそれぞれの得意分野のご協

力を得ながら、活動の枝葉が広がるように努めたいと思っております。

今後とも皆様のお力添え、ご協力よろしくお願いいたします。

ＤＶを根絶し、女性や子どもの人権

が守られ、誰もが自分らしく生きら

れる社会に向かって女性の地位向上

と男女平等社会の実現のための活動

をしています。

女性たちが主体的に自分の性と健康

について考えるという意味の「リプ

ロダクティブ・ヘルス＆ライツ」

（性と生殖に関する健康と権利*）

を簡略化した独自の言葉です。

＊生殖に関する権利は、すべてのカップルと個
人が、出産する子どもの人数、間隔、時期を自
由に責任を持って決断することができる権利、
そしてそのための情報と手段を持つ権利、及び
できうるだけ最高水準の性と生殖の健康を手に
入れる権利を認めることに関わっている。それ
らにはまた全ての人が差別と矯正と暴力を受け
ることなく生殖に関する決定をする権利も含ま
れる。
「リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ」世界保
健機構（ＷＨＯ)より

りぷろとは？女性のスペース結とは？

女性相談

居場所 すまい

子ども

ひとりだち

女性のスペース

結

中村代表理事 巻頭挨拶

シングルマザーと
子どものためのシェアハウス
「西山ガーデンハウス」

埼玉県人権男女共同参画課
継続的自立支援事業

越谷市女性自立支援センター
「はればれ越谷」

認定ＮＰＯ法人 女性のスペース結
URL ：http://watashiiro.com/

●東京事務所(本店）

東京都中野区上高田２－５８－１１
西山ガーデンハウス２０１

TEL&FAX ０３－５９４２－８３２４
Email：spaceyu25811@xui.biglobe.ne.jp

●さいたま・りぷろの家

埼玉県さいたま市南区
鹿手袋１－３－９－２０１

TEL&FAX ０４８－７６２－８６３３
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ０１２０－１５－８６３３
Email ：spaceyui153@yahoo.co.jp

Gmail: ripuronoie@gmail.com

市町村女性相談員派遣事業

女性と子どものための
シェルター「まどかハウス」

埼玉県人権男女共同参画課
民間団体育成補助金事業

女性と子どものステップハウス

認定ＮＰＯ法人 女性のスペース結
組織及び事業（2023年3月現在)

総会
正会員 ２５名
サポート会員 ７５名

理事会
理事 ８名
監事 ２名

越谷市配偶者暴力相談支援センター
「越谷市女性・ＤＶ相談支援センター」
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埼玉県配偶者暴力被害者等
セーフティネット強化支援補助金事業

「さいたま・りぷろの家」



私たちが支援した数を上回

る問合せがあり、全員の要

望に応えきれなかったこと

が課題です。

「さいたま・りぷろの家」の活動実績
2020年8月～2023年2月

相談できずに抱え込んで

いる人、相談しても決断

に至らなかった人等、多

様なニーズを支える態勢

が今後も必要とされてい

ます。

妊娠したら
どうしよう…

生理ナプキン
が買えない

家の居心地
が悪いなぁ

ピルって
飲んでも
大丈夫？

ちょっと
一人で
休みたい赤ちゃん

できちゃったかも
…

リプロって
何？

婦人科に
行くの
怖いなぁ

彼氏の誘いを断って
嫌われたら
どうしよう？

性暴力
誰にも

言えない…

これって
セクハラ？

悩みを
聞いてほしい

「さいたま･りぷろの家」は、
ＤＶ被害、デートＤＶ、様々なハラスメント

性暴力等の被害を受けた
若年女性のためのスペースです。
悩んでいる方、関係者の方、
一度ご相談ください。

私たちと一緒に考えていきましょう。
被害者の方が休める場所も
用意しています。

おせっかいプロジェクト

つなげる・つながる

助産師、保健師、看護師、公
認心理師、社会福祉士、精神
保健福祉士による支援やアド
バイス等
アドボケーター研修
広報活動

「さいたま・りぷろの家」基本理念

切れ目なく支援する

継続相談、同行支援（役所、病院、
警察、裁判所、弁護士事務所、助
産院、保健センター、福祉事務所、
不動産屋等）カウンセリング、心
のケア、自立に向けたサポート、
アウトリーチ、子どもケア、衛生
用品の配布、アンケートの実施

聞く・話す・相談する

電話、メール、ＳＮＳによる
インテーク、
面接相談の実施

ペット同伴で避難をし

たいという要望に現状

では受け入れが難しか

ったです。

※実績はいずれも延べ数です

電話相談

295件

シェルター
ステップハウス

475日

メール

151件

アドボケート

45件

アウトリーチ

32件

問い合わせ

64件

面接相談

82件
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女性のスペース結の講座
これまで女性のスペース結が主催した講座
の参加者の皆さんの声をお届けします。

オンライン講座 埼玉県後援講座

アドボケーター養成講座

ワークショップ講座

性感染症にかかってしまう
様子を紙コップで再現

同行支援は事務的
な手続きだけでは
なく、心に寄り添
う支援が必要だと
分かった。

実際の同行支援
で気を付けるこ
と、一日の動き
などをリアルに
考えられたのが
印象的だった。

（ＤＶを受け
て）自分は悪く
ないと気づくこ
とが大事。

身近な相談を受
けた時にどう対
応したらいいか
を考えることが
できた。

１０年先の自分を考
えるというのはなん
となく思い描いては
いても、意外と考え
ていないものでとて
も良い機会になった。

キャリアと言うと仕事しか
結びつかなかったが、家族、
学習、余暇活動等も関連付
けて考えて良いと初めて知
りました。家族中心に生き
ることが一番良いと思いこ
んでいたことで仕事も学習
も諦めていたことに気づき
ました。諦めなくてよかっ
たんですね。

改めて理解を深め
ることができまし
た。グループワー
クで世代の異なる
方の考えを聞くこ
とができたのが非
常に良い経験とな
りました。
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「生理の貧困」という言葉が取り上げられるよう

になり、リプロダクティブ・ヘルス＆ライツに係る

活動の中で出来ることは何か？と考え、生理用ナプ

キンを街頭で手渡ししながら配りました。その中に

相談電話番号を書いたカードを入れました。

また、子ども食堂、フードパントリー、母子生活

支援施設、男女共同参画センター等にも生理用品や

吸水ショーツ等の寄付をしました。生理について考

えたり話すきっかけになるといいと考え、また「さ

いたま・りぷろの家」のことを知ってもらえたらい

いな、という思いで配りました。

私たちの理想は、トイレットペーパーのようにト

イレの各個室にナプキンが置かれていることです。

大切なカラダのために

自分の体のことを正しく知ることはとても大切な

ことです。

生理について友達と話す事が恥ずかしく、不確か

な情報に振り回されて独りで不安を抱えたり、痛み

をガマンしている人は多いと思います。

自分の体を労り、ほかの人の体のことも思いやれ

るようになるといいですね。特に女の子のからだの

ことは、男の子にも知ってほしいので、メッセージ

入りのトイレットペーパーを作りました。

困ったことがあったら、信頼できる人に相談して

ほしいと願っています。

「さいたま・りぷろの家」の啓発活動の一環として
３年間で生理用ナプキン１２,０００個
メッセージ入りトイレットペーパー３,２００個
を配りました。
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生理以外の出血

が心配（10代）

生理前の症状や、生理の重
さが毎回異なる。また、自
分にあった生理痛の薬をま
だ見つけられていない。ピ
ルを処方してもらおうか迷
っている。（20代）

生理のアンケート

生理用ナプキンを配布した際に生理についてのアンケートを
よびかけました。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今、何か困っていることがある

性に関するワークショップに参加してみたい

女性相談を利用したいと思う

女性相談を利用したことがある

女性相談があることを知っている

かかりつけの婦人科医がある

生理以外の女性の体特有の症状で困ったことがある

生理について困っている

はい いいえ

年齢とともにPMSが激しくなっ

てきた。閉経時期が不明で不

安。ダラダラ経血が出て、ナ

プキンを外せず、蒸れやすい。

下着が汚れやすい。（40代）

更年期障害の始まり

かな…（40代）

更年期なのか感情の起伏
が激しくなってきました。
（50代）

周りに公言するものでもない

と思っているので、一人で思

ってもない行動をしてしまっ

たり、泣いてしまうことに対

し、向き合わないといけない

日があるのが辛い。（10代）

これからの「さいたま・りぷろの家」では、自分が自分らしくいられるた

めの、安心・安全な居場所を提供していきます。

・大変な時、その空間から離れて考えてみたくなる、

そんなときに身を置ける場所があったら…

・自分自身のこれからのことを、誰かと話すことでヒントを得たい…

・親子だけの生活からちょっと離れて、週末だけ違う風も取り入れたい…

・避難はハードルが高い、でも困ったときに

泊りがけで相談できるところがあったら…

・思いがけない妊娠、どうしよう…

こんなモヤモヤに寄り添います。私たちといっしょに考えていきましょう。

これからの
「さいたま・りぷろの家」

焦らず、自分のペースでステップアップしていってほしいと願います。

本来持っている力の回復

自分の決断を信じる力

自分らしく一歩前に進む勇気

レジリエンス

エンパワメント

ストレングス
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アドボケーター養成講座 あなたの力を貸してください

郵便局の振込取扱票にてお支払いいただくことができます。
後日、寄付金受領証明書をお送りいたしますので、
確定申告の際にお使いいただければ税控除となります。

郵便振替講座「特定ＮＰＯ活動法人 女性のスペース結」
００１３０－０－６２８４４

あなたの寄付が社会貢献につながります

女性のスペース結は例年ＤＶ被害者支援のためのボランティア養成講座を開いてきました。そ
の後アドボケート(同行支援)に特化した講座を開催しています。
様々な理由で、権利の表明が困難である人に変わり、その権利を守り、権利の実現を支援する

機能を「アドボカシー」または「アドボケート」といい、その支援者のことを「アドボケータ
ー」といいます。日本語では権利擁護、代理支援、同行支援ともいいます。

アドボケーターにどこまでの役割を求めるのかは、相談者によって異なりますが、私たちは一
定のガイドラインを策定することで、相談者に二次被害を与えず、また同行支援者も二次受傷す
ることのないようにしたいと考えました。
当団体の各種会議での議論や、相談事例のケース検討を踏まえ、最低限盛り込むべき事項、及

び盛り込むことが望ましい事項についてまとめました。
あくまでも基本的なガイドラインとしてあり、今後改良改善していくことが望まれます。

①どんなときに
アドボケートが必要か

②アドボケーターの
役割

③アドボケートの
流れ

④想定される
アドボケート先

⑤よりよい
アドボケーターに
なるために

アドボケートの中で学ぶことはたくさんあ
ります。それらを仲間と共有しながら有効
な結スタイルを作っていきませんか。

詳しくは公式サイトからご覧ください
https://watashiiro.com/archives/476

アドボケーターガイドライン

支援の輪

寄付のお願い
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2001

結ニュース
レター

No.１～５４
発行

研修（講師：中野
区婦人相談員）

女性のため
の電話相談
（月・水）
中野事務所
(金）

2002
トークセミナー
「向き合いたい、
向き合えないー悩
むこども、悩む
親」

ＤＶに関する意識
調査

2003
特定非営利
活動法人格
取得

仮認定特定
非営利活動
法人格

「どうしたらい
い？セクハラ対処
法」

記念学習会「ＤＶ
のない中野をみん
なの手で」

中野区女性会館運
営協議会

中野区女性会館ま
つり参加

世田谷区生活文化
部子ども・男女共
同参画課と交流

ＤＶに関する意識
調査実施

2004 中野区社会福祉協
議会助成金事業

講演会「ＤＶ被害
の体験を語る〜暴
力からなぜ逃れら
れないのか」

講演会「福島みず
ほさんに聞く～ど
う変わった？どう
使える？ＤＶ防止
法」

中野駅ガード下に
てＤＶに関するパ
ネル展示

中野区子ども家庭
部男女平等分野と
交流

中野区母子生活支
援施設と交流

中野区子ども家庭
部男女平等分野と
交流

2005

全国共通
ＤＶホット
ラインに参
加、全国か
らＤＶ電話
相談を受け
る

越谷市男女
共同参画支
援センター
「ほっと越
谷」で「女
性の生き
方・悩み相
談電話相
談」

学習会「ＤＶ被害
者への地域での支
援〜被害女性から
相談を受けた時」

越谷市自立
支援事業

女性自立支
援センター
「はればれ
越谷」にて
相談関連事
業を受ける

地域コミュ
ニケーショ
ン事業は地
域団体（こ
しがや地域
ネットワー
ク１３）と
協働で行う

2006
講演会「ＤＶ加害
者教育プログラム
を実践して見えて
きたこと～より良
い被害者支援をす
るために」

冊子発行記念ビデ
オ＆トーク「Dear
フランキー」

朗読劇「『静かな
衝突』もうひとり
の被害者～ＤＶに
まきこまれた子ど
もたちの叫び」

女性のスペース結
HP開設

東京ウイメンズプ
ラザにて「ＤＶ防
止法、ＤＶ、デー
トＤＶ、子どもの
虐待等」に関する
パネル制作及び展
示

中野駅ガード下に
て「DVのない中野
をみんなの手で」
に関するパネル展
示

中野区DV防止連絡
会

相談ケース検討会
の定例化

コミニュテイ・カ
フェ研修

2007
研修「ウイメンズ
ハウスとちぎ（シ
ェルター・ステッ
プハウス）」訪問

立川市高齢
者ケアハウ
ス「スオ
ミ」でグル
ープカウン
セリング
実施

講演会「配偶者か
らの暴力と子ども
への影響」

キワニス社会公益
賞授賞

女性のスペース結
ブログ開設

内部研修「ＤＶ防
止連絡会」

研修「ＤＶの取り
組みなど」（警察
署生活安全課）

2008
内閣府配偶者から
の暴力被害者支援
アドバイザー派遣
事業

埼玉県民間
団体育成事
業補助金

女性と子ど
ものシェル
ター「まど
かハウス」
スタート
宿泊受入、
一時保護、
生活支援、
同行支援、
自立支援、
子どもの見
守り、保育
等を行う

中野区男女共同参
画センターの登録
団体

八潮市女性相談

連続講座5回実施
ＤＶ被害等、暴力
根絶のためのコン
サート開催

中野区男女共同参
画基本計画にパブ
リックコメント

ＤＶ根絶国際フォ
ーラムにパネル展
示。国際シンポジ
ウム、分科会に参
加

2009

埼玉県男女
共同参画課
市町村派遣
相談事業
（東松山市、
飯能市、蕨
市、大利根
町、宮代町、
白岡町、羽
生市、鶴ヶ
島市、日高
市、伊奈
町）、スー
パービジョ
ン

武蔵野市
女性相談

ＤＶ被害者
支援ボラン
ティア養成
講座→ＤＶ
被害者支援
アドボケー
ター養成講
座実施→ア
ドボケータ
ー養成講座
実践編

連続講座「ＤＶ防
止法ができるまで
の道のりをふりか
える」

共済事業「正しい
知識で助ける・防
ぐ・身近な人のＤ
Ｖ被害～私にもで
きること～」

2010
連続講座記録集
作成

中野駅にてＤＶに
関するパネル展示

2011

「パープル
ホットライ
ン」に参加

埼玉県第3次ＤＶ
被害者支援計画策
定委員

2012

就労セミナ
ー「お仕事
カフェ」実
施→「シン
グルマザー
ズカフェ」
→「ゆいカ
フェ」

2013
竹村和子フェミニ
ズム基金助成によ
る大学学生相談室
へのアンケート
調査

埼玉県男女共同参
画推進センター
「Ｗｉｔｈ Ｙｏ
ｕ さいたま」に
て若年無業女性・
シングルマザーの
グループ相談会、
「おはなしカフ
ェ」を実施

2014

川口市「女
性のための
悩みごと相
談」

「女性のこころと
からだのケア方
法」講師：清水美
紀（精神科医）

竹村和子フェミニ
ズム基金助成によ
る大学学生相談室
へのアンケート調
査報告会

2015

埼玉県男女
共同参画課
「民間団体
による継続
的就労支援
業務」→
「民間団体
による継続
的自立支援
業務」

越谷市配偶
者暴力相談
支援センタ
ー業務受託

学習支援「のんび
り塾」開催、
サマースクール
（夏休みのみ）、
ウインタースクー
ル（冬休みのみ）

上映会＆上野千鶴
子さんシネマトー
ク「何を怖れる～
フェミニズムを生
きた女たち～」

子ども食堂「にぎ
やか食堂」を越谷
で実施

2016

武蔵村山市
「こころの
保健室」

「心のケア
と癒しの講
座」実施

メイクアッ
プ講座
カラーセラ
ピー
フラワーア
レンジメン
ト
ピラティス
マッサージ

2017 さいたま市セーフ
コミニュテイ

シングルマザーと
その子どものため
のシェアハウス準
備開始

働きづらさ・生き
づらさを抱えた女
性のためのしごと
準備講座、With 
Youさいたま他

2018

認定特定
非営利活動
法人格

子ども食堂
「ゆい」を
中野で実施

ＤＶ専門相
談員ケース
検討会→研
修講師（越
谷市、埼玉
県、埼玉県
婦人相談セ
ンター、川
口市、東村
山市）

シングルマ
ザーとその
子どものた
めのシェア
ハウス「西
山ガーデン
ハウス」ス
タート
「子ども食
堂ゆい」と
子ども関連
プログラム
実施

2019

ステップハ
ウス事業
開始

内閣府主催「相談
員研修」講師

デートＤＶ講座講
師：帝京平成大学

相談員ケース
検討会

学習支援「寺子屋
ゆい」「子どもア
クタープログラ
ム」を中野で実施

内閣府「若年層を
対象とした女性に
対する暴力の予防
啓発研修」

内閣府「性犯罪被
害者等支援体制整
備促進事業」

第４回世界シェル
ター会議参加
（台湾)

さいたま母子支援
相談会「ママカフ
ェ」ファシリテー
ター

2020
埼玉県配偶
者暴力被害
者等セーフ
ティネット
強化支援補
助金事業
「さいた
ま・りぷろ
の家」スタ
ートスペー
ス1.2.3.4
（居場所）

リプロダク
ティブ・ヘ
ルス/ライツ
（性と生殖
に関する健
康と権利）
の獲得をサ
ポートする
活動

ＬＩＦＵＬＬ居住
支援リモート講座
講師

講座「性教育の今
を知る」

講座「アンコンシ
ャスバイアス」

「生理の貧困」に
伴い生理用ナプキ
ン配布

幸せいっぱい「お
みやげフルーツ」
「しあわせパン
ツ・ぴったりソッ
クス」を中野で配
布

アイリスの会実施 ＤＶ相談プラス

学習支援「タブレ
ットで勉強しよ
う！」

2021 志木市子ど
も健康部
「女性及び
男性相談」

ＮＯＢＵＫ
Ｏ基金助成
金事業

2022
講座「ライフデザ
イン・キャリアデ
ザイン」

講座「オンライン
保健室」

講座「わたしたち
にできること～
若年女性が自分ら
しくいられる居場
所づくり」

性教育トイレット
ペーパー「りぷろ
ペーパー」製作

相談活動 シェルター活動 啓発活動等

女性のスペース結 ２０年の活動の歴史

13 14

中野の西山ガーデンハウスでは
このような活動をやって
います

毎月１回フルーツを届けている施設の
子どもたちからの御礼状です

イラストが自慢の
結子どもレストラン
毎月２回実施しています

イベント前のお勉強タイム
自分で選んで自由に学びます

みんなのお楽しみ おにぎり
つくる人の心が伝わってきます

放課後見守りフラダンス

マーガリンの箱にペインティング
オリジナルの宝物入れに

放課後見守りキラキラアート
缶バッチを作ってます

子どもたちに大人気のボードゲーム
プロと一緒に楽しんでいます

上手にできたね！

放課後見守り茶道教室
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